
障がいのある人たちから生まれるアート。
社会に発信し多様なつながりを生むために、デザイナーの創造力を求めています。

この事業は愛媛県「三浦保」愛基金の助成を受けて（活用し）実施しています
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説明会＆プレイベント開催！

デザインマラソン

このたび、愛媛県は障がい者文化芸術祭を開催します。そのプログラムのひとつとし
て、2017年 9月13日 (水 )・14日 (木 )の２日間、エミフルMASAKIで「48時間
デザインマラソン」を実施します。これは、愛媛県に住む障がいのある人のアートか
ら、社会の接点となる「商品のアイディア」をつくり、その成果をこれからの障がいの
ある人たちの社会参加や経済的自立につなげようという試みです。
この48時間デザインマラソンに先立ち開催されるのが、この関連企画。
ゲストとともに、障がいのある人たちのアート、またそこから生み出される商品や社
会的つながりの今を共有しませんか。また、活動の後編は、わたしたちの愛媛県にお
けるさまざまな資源を注意深く見つめながら、48時間デザインマラソンの具体的な
手法と成果を紹介させていただきます。
さまざまなバックグラウンドをもつみなさん、
そして創造力にあふれるデザイナーのみなさんのご参加をお待ちしています。

神戸大学大学院卒業後、
2011 年に株式会社フェリシモに入社。
物流部、障害者支援事業（CCP）チームリーダー、
基金事務局事務局長を経て、
現在はファッションブランド haco! の事業戦略
ディレクター兼 UNICOLART 代表を務める。
大学在籍時より一貫して、社会課題をビジネスで
解決することを人生のテーマに掲げ、日々挑戦中。

第 1 部

フェリシモは神戸にある通信販売を主とする会社です。「ともにしあわ
せになるしあわせ」をキーコンセプトに社会のしあわせ、という視点
からさまざまなサービスや商品を生み出しており、そのひとつに
UNICOLART（ユニカラート）と名づけた取組みがあります。
これは、全国100人強・登録作品総数1万点をこえる障がいのある
人の絵画・イラストバンク「エイブルアート・カンパニー」との協働の
取り組みで、アーティストの作品を商品化し、その商品の購入によって
積み立てた基金を、新たなアーティスト支援（制作支援）に生かそうと
する試みです。実はこの商品がきっかけとなって、さまざまな企業か
ら、まったく別の商品やサービスが生まれてきています。

企業・地域コミュニティのあり方とは。

48時間デザインマラソンの実際の活動内容とともに、愛媛県のなか
で話題となっている作品の売買、著作権を活用した商品化事業などに
関するポイントも、全国的な事例に照らしながらお話します。
進行：柴崎由美子
（エイブルアート・カンパニー東京事務局・NPO 法人エイブル・アート・ジャパン代表理事）

愛媛県の障がいのある人のアート活動の今！
参加者の募集！ 48時間デザインマラソン第２部人のしあわせ・

平等と相互利益をやわらかに考える

2017年 8月 2日（水）13：30 ～16：30
Progresso eventroomプログレッソ パーク
松山市湊町 4丁目 3-10
ＨＰ：http://eventroom.jp/smp/
※できるだけ公共交通機関をご利用ください。
＊車でお越しの方は、近隣の有料駐車場をご利用ください。

無料 

40人（申込み先着順）
日時・会場

定員

参加費

48 8月2日

2017

（水）



ライラ・カセム Laila Cassim 


